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2東北大学 世界最高水準の研究大学を目指して

この世界的な研究を技術の面で支える部門が「総合技術部」です。

東北大学は、開学以来の「研究第一主義」の伝統、「門戸開放」の理念及び
「実学尊重」の精神を基に、数々の教育研究の成果を挙げてきました。

2024年11月には国際卓越研究大学認定第１号となり、新しい時代を切りひらく、
世界最高水準の研究大学を目指しています。

理念と未来



3総合技術部の役割と規模、その魅力

大学の多岐にわたる研究分野において、専門
知識と技術力を発揮。教員や学生の研究を支
える非常に重要な役割を担っています。

技術面からの強力なサポート

一般的な大学事務職員とは異なり、技術的な
専門性が求められます。日本の国立大学の中
でも有数の規模を誇るプロフェッショナル集
団です。

国内有数の技術組織

最先端の研究に関われる
世界トップレベルの研究が行われている大学
で、その一端を担うことができます。 

多様な分野で活躍できる
物理、化学、機械、生物など、専門分野を超
えた知識や技術を活かすことができます。

社会貢献できる実感
大学の教育・研究活動を支えることで、社会
の発展に貢献できます。

技術職員の魅力



4あなたの専門を活かす 技術支援の具体的なフィールド

• 研究支援: 実験装置の設計・製作、大型装置の
操作・運用、分析・観測機器の設置・管理など。

• 教育支援: 学生への技術指導、実習・演習の運営
および実技指導など。

• 施設・安全管理: ネットワークシステム管理、
放射線施設・動物実験施設の管理、安全管理など。



5技術支援を支える6つの職群

加工・開発群
(機械系、材料系)
実験装置や部品の設計・製作、試験片の製作、
機械加工やガラス加工に関する技術相談、加
工実習指導。

電子回路・測定・実験群
(電気系、情報系)
多様な分野での実験装置の開発・管理・実
験指導、また、加速器などの大型実験装置
の管理・運用、半導体関連や材料開発のた
めの試料作製。

(化学系、物理系)
多様な研究分野において、試料を様々な測定
機器・手法を使って分析・観察・解析業務、
地質、惑星、地震の観測分野の研究支援。

生物・生命科学群
(生物系、農学系)
動物施設・植物施設の管理、生物実験材料の
採集・飼育・供給、遺伝子・細胞培養などの
生物・生命科学関連の研究支援。 

情報・ネットワーク群
(情報系、通信系)
ネットワーク環境整備やスーパーコンピュー
タの計算環境の提供と保守など情報に関わる
業務。

(化学、物理、工学系全般)
安全衛生、化学物質、高圧ガス、核・放射
線等に関する法令を遵守し、大型施設・研
究設備の管理。

安全・保守管理群

技術支援の内容ごとに大きく6種類（職群）に分類し、300人以上の技術職員が勤務

分析・評価・観測群 



6求める人材像と成長サポート

• 様々な環境の変化に柔軟に対応できる人
• 人に対して誠実で、協力と協働を大切にする人
• 自らを成長させる努力を惜しまない人
• 率先してものごとに取り組める人
• グローバル社会への対応の取り組みに意欲のある人

変化に適応しチャレンジする自律的な人材

日々の業務に加え、専門技術研修（職群別・部局別）や学外企業・
団体での高度な研修機会へ派遣。
• 業務を行うために必要となる技術の習得
• 専門分野以外の技術について幅広く経験し、π型人材の種を育成
• 業務経験に応じ、技術レベルの向上と技術の多様化

高度で幅広いニーズにこたえるため、T・π型人材を育成



72027年度採用者の初年度配置先候補

仙台市内の各キャンパスで以下のいずれかの専門業務に取り組む人材を採用予定
― 配置先候補 ―

各キャンパスでの情報ネットワークの維持管理、情報機器やソフトウェア管理、およ
び各種アプリ・プログラミング開発支援、情報技術による研究支援

片平、川内、星陵、青葉山北、
青葉山東

加速器実験施設や放射線実験施設等での実験支援および放射線安全管理業務 片平、星陵、青葉山北、
青葉山東

各種分析装置に関連して、保守管理、実験指導、受託分析、技術開発等を行うことに
よる教育・研究支援

片平、星陵、青葉山北、
青葉山東

生体試料の分析・検査を軸とした教育と研究の技術支援業務 川内、星陵、青葉山北

機械加工、ガラス加工による実験装置の製作および教育支援
（実験機器の設計開発を含む）

片平、青葉山北、青葉山東

共用設備の管理や安全管理などの業務を行いながら、教育・研究支援業務を担当することになります。

担当する業務および配置先は、現在の専門性も考慮した上で、採用後の多角的な初任者研修等を通じて、決定してい
きます。



8技術職員の一日（2つの例）
安全管理担当者の安全巡視の日

8:30

12:00

17:15

10:00

13:00

15:00

情報系職員のネットワーク整備の日
8:30

12:00

17:15

10:00

13:00

15:00

始業、メールチェック、巡視先等へリマインドメール

巡視先研究室の基本情報の確認
（過去の巡視結果と薬品・ガス等の使用状況把握）

研究室からの提出資料の取り纏め等

安全に関する委員会開催準備（資料作成等）

昼休憩

安全関係の相談対応等

設備の設置届け資料の確認等

研究室職場巡視実施

巡視結果報告書の作成及び巡視員への内容確認

メールチェック等、終業

始業、メールチェック

機器、工具の準備

設置する機器の設定確認

昼休憩

機器設置、配線工事、動作確認等

設置した機器のモニタリング

関係各所への連絡メール

終業

他の例や職群の業務については説明会当日に質問してください。



9給与等・各種制度など
 初任給： 月給 250,560 円 ～ 275,076 円     

  （各人の学歴・職歴等により決定、諸手当を含む）   
  （4年制大学新卒の場合／月給 250,560 円）

 各種手当： 住居、通勤、扶養、超過勤務手当ほか
 期末・勤勉手当： 年2回 （6月と12月）
 勤務時間： 月～金 、8:30～17:15（7時間45分勤務、昼休み60分）
 フレックスタイム制度： あり（コアタイム10:00-15:00）
 テレワーク制度： あり
 休日： 土・日曜日（完全週休2日制）、祝祭日、年末年始（12/29～1/3）
 年次有給休暇： 20日/年、最大40日、取得単位（1日、半日、1時間（年間40時間））
 特別休暇等： リフレッシュ休暇（年間3日）、結婚休暇、産前・産後休暇、忌引など
 休業： 育児休業、介護休業、自己啓発休業、配偶者同行休業など

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/jinji/open/saiyo/environment/treatment.html
東北大学 職員採用試験情報＞働く環境＞待遇・福利厚生



10第2次試験について

第1次選考（エントリーシート、WEB適性検査による書類審査）

 エントリーシート
期間内にエントリーシートを提出してください。
提出期間：令和8年7月16日（木）10時～令和8年7月27日（月）正午

 WEB適性検査
エントリーシートを提出いただいた方に、WEB適性検査受検案内をメールでお送りします。
受検案内メール送付：令和8年7月28日（火）※夕方頃
受検期間：受検案内メール受信後～令和8年7月30日（木）正午

WEB適性検査の受検を終了した方を、第１次選考の対象とします。

第2次試験



11第2次試験について

第2次選考（オンライン面接）

詳細は第１次選考合格者に個別に連絡します。
日時：令和8年8月18日（火）～令和8年8月19日（水）※予定

最終選考
詳細は第２次選考合格者に個別に連絡します。
日時：令和8年8月26日（水）～8月28日（金）※予定

第2次試験

みなさんのエントリーお待ちしております。
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